
第
２
６
回
運
動
会
の
確
認 

■ 

天
候
の
判
断
が
難
し
い
場
合
は
６
時
に
放
送 

■ 

隣
保
の
テ
ン
ト
設
営
は
７
時
３
０
分
以
降
に 

■ 

９
時
；
開
会
式  

１
５
時
；
閉
会
式 

■ 

テ
ン
ト
撤
収
は
閉
会
式
の
後
に 
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協
議
員
会
は
今 

１
～
３
月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

今
年
度
の
自
主
防
災
訓
練
で
は

側
溝
・
水
路
の
溢
水
箇
所
点
検
を 

② 

第
２
６
回
運
動
会
の
準
備
に
２

月
か
ら
体
育
委
員
始
動 

③ 

鈴
の
森
神
社
玉
垣
改
修
工
事
は

１
月
末
の
安
全
祈
願
か
ら 

④ 

鈴
の
森
神
社
拝
殿
東
側
の
鬼
瓦

の
ず
れ
補
修
と
樋
（
と
い
）

の
掃
除 

⑤ 

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
推
進 

⑥ 

界
隈
展
の
内
容
や
時
期
再
検
討

に
文
化
委
員
委
嘱
を 

         [

お
知
ら
せ]

 
 

地
域
の
夢
推
進
事
業 

２
／
１
報
告
会 

 

県
と
町
が
平
成
２
３
年
度
か
ら

３
ヵ
年
計
画
で
取
り
組
ん
で
き
た

「
地
域
の
夢
推
進
事
業
」
の
最
終
年

度
の
事
業
と
し
て
、
辻
川
山
に
松
岡

家
五
兄
弟
の
石
像(

上
写
真)

・
学
問
成

就
の
道
と
そ
の
周
辺
に
案
内
看

板
・
短
歌
の
森
に
歌
碑
と
掲
示
板
・

辻
川
山
公
園
た
め
池
に
河
童
模
型

設
置(

右
写
真)

、
生
家
茅
葺
き
屋
根
修

理
、
も
ち
む
ぎ
の
や
か
た
周
辺
に
観

光
案
内
看
板
標
識
設
置
、
や
か
た
へ

の
通
路
美
装
化
等
が
実
施
さ
れ
た
。 

 

幸
い
な
こ
と
に
、
こ
の
「
地
域
の

夢
推
進
事
業
」
は
平
成
２
６
年
度
以

降
も
継
続
予
定
だ
そ
う
で
、
辻
川
山

山
頂
へ
の
山
道
や
旧
辻
川
郵
便
局

の
整
備
活
用
が
望
ま
れ
る
。 

 

《 

当
面
の
予
定 

》 

４
月
２
６
日(

土) 
 

民
俗 

辻 

 
 

広
場
ま
つ
り
（
福
崎
町
主
催
） 

４
月
２
９
日(

祝) 
 

運
動
会 

   

  

５
月
１
８
日(

日) 

溝
普
請 

６
月 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
植
替 

７
月
５
日(

土) 
 
 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

 

祭
礼
行
事
報
告  

◇
１
月
１
・
２
日 

正
月
祭
り 

◇
１
月
１
２
日(

日)  
 
 

冬
え
び
す 

 
 

宮
当
番
の
十
三
隣
保
の
方
を
始

め
、
引
き
続
き
行 

わ
れ
た
中
３
生
の 

合
格
祈
願
の
参
拝 

者
も
含
め
、
四
〇 

余
名
の
参
加
が
あ 

っ
た
。
絵
馬
奉
納 

の
ご
利
益
を
祈
る
。 

◇
１
月
１
５
日(

水) 

と
ん
ど 

と
ん
ど
は
全
国
的
に
は
小
正
月

（
十
五
日
）
の
行
事
と
し
て
十
四
日

か
十
五
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
古
く

は
こ
の
小
正
月
ま
で
が
松
の
内
で

（
こ
の
日
ま
で
門
松
を
飾
り
）
、
ど

ん
ど
（
関
西
で
は
と
ん
ど
と
呼
称
す
る

地
が
多
い
）
焼
き
で
正
月
飾
り
を
燃

や
し
、
正
月
様
（
各
家
の
祖
霊
）
の

送
り
火
と
し
た
そ
う
だ
。
か
つ
て
は

元
服
の
儀
を
小
正
月
に
行
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
一
月
十
五
日

を
成
人
の
日
（
祝
日
）
と
し
て
い
た

が
、
２
０
０
０
年
か
ら
成
人
の
日
は

一
月
第
２
月
曜
日
に
変
更
さ
れ
た
。 

以
上
十
三
隣
保 

 

以
下
十
四
隣
保 

◇
２
月
３
日(

月)

節
分 

年
越
祭 

 
 

夜
８
時
の
終
了
ま
で
１
０
℃
以

上
も
あ
っ
た
暖
か
な
夕
べ
。
無
病
息

災
を
祈
り
「
歳
灯
」
と
お
神
酒
で
さ

ら
に
温
ま
っ
た
。
両
神
社
で
四
〇
名

弱
の
お
参
り
が
あ
っ
た
。 

[

新
見] 

◇
２
月
９
日(

日) 

初
午
祭 

 

雪
が
残
る
高
藤
稲
荷
で
赤
飯
の

お
む
す
び 

を
頂
く
。 

子
ど
も
相 

撲
に
は
約 

１
０
組
の 

参
加
が
あ 

っ
た
。 

事
業
報
告 

◆
１
月
１
９
日
（
日
） 

平
成
２
６
年
度
辻
川
区
総
会 

 

九
六
名
出
席
。
第
１
～
４
号
議
案

承
認
。
鈴
の
森
神
社
玉
垣
改
修
は
中

村
石
材
に
発
注
、
延
石(

土
台)

改
修

は
共
に
祭
祀
す
る
井
ノ
口
区
も
案

分
負
担
。
小
玉
垣
は
一
万
四
千
円
で
。

年
４
回
の
辻
川
山
公
園
周
辺
清
掃

は
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
協
力
を
。
自
律

(

立)

の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

に
対
し
て
の
具
体
的
提
案
を
。
協
議

員
の
選
出
方
法
に
つ
い
て
も
ご
意

見
を
。
区
の
大
き
な
事
業
に
は
備
品

等
購
入
の
申
請
書･

承
諾
書
提
出
を
。 

[

質
問
・
意
見]

：
鈴
の
森
神
社 

の
鬼
瓦･

樋･

山
口
堂
へ
の
石 

段
の
安
全
管
理
を
。
赤
い
羽 

根
共
同
募
金
は
任
意
で
は
？ 

◆
１
月
２
５
日
（
土
） 

新
隣
保
長
会
議 

① 

ブ
ロ
ッ
ク
長
の
選
出 

② 

町
内
会
費
徴
収
に
つ
い
て 

③ 

２
～
４
月
行
事
・
事
業
確
認 

④ 

十
四
隣
保
か
ら
平
成
２
６
年 

度
祭
礼
行
事
日
程
確
認 

⑤ 

水
路
や
側
溝
の
溢
水
箇
所
調 

 

査
に
つ
い
て
隣
保
回
覧
依
頼 

[

要
望]

：
公
民
館
か
ら
の
放
送
は
、

ま
ず
鉄
琴
を
鳴
ら
し
て
予
告
を 

◆
２
月
８
日
（
土
） 

鈴
の
森
神
社
合
格
祈
願
祭 

町
教
委
の
石
像
除
幕
式
と
学
問

成
就
の
道
め
ぐ
り
に
合
わ
せ
て
の

実
施
予
定
が
、
降
雪
の
た
め
除
幕
式

な
ど
は
一
週
間
延
期
に
。
区
主
催
の

合
格
祈
願
祭
の
み
が
行
わ
れ
た
。
町

内
外
か
ら
１
０
組
が
参
加
。
絵
馬
掛

け
が
さ
ら
に
賑
や
か
に
な
っ
た
。
参

拝
者
数
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る

賽
銭
が
少
し
増
え
そ
う
な
予
感
。 

◆
３
月
２
日
（
日
） 

消
火
栓
消
火
訓
練
・
水
路
調
査 

今
年
度
の
自
主
防
災
訓
練
は
春

と
秋
の
火
災
予
防
週
間
に
合
わ
せ

て
２
回
実
施
予
定
。
今
回
も
ブ
ロ
ッ

ク
毎
に
ま
ず
消
火
栓
消
火
訓
練
が

行
わ
れ
、
総
勢
八
四
名
の
参
加
が
あ

っ
た
。
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
」「
後
悔
先
に
立
た
ず
」
。
新

た
な
顔
ぶ
れ
の
参
加
が
望
ま
れ
る
。 

訓
練
終
了
後
、
先
の
隣
保
回
覧
で

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
最
近
の
豪

雨
で
溢
れ
た
水
路
の
現
地
調
査
を

参
加
者
で
実
施
し
た
。
裏
面
に
調
査

結
果
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
参
照 

さ
れ
た
い
。
ま
た
今
後
は
、
改
修
が 

 
 

必
要
な
水
路
に
つ
い
て
の

対
策
工
事
検
討
と
防
災
マ

ッ
プ
の
改
訂
作
業
に
つ
な

い
で
い 

く
予
定 

で
あ
る
。 
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北野天満神社のなで牛 

 

学
問
成
就
の
道 

 
 

区
長 

釜
坂 

道
弘 

平
成
２
３
年
か
ら
３
ヵ
年
事
業
と
し
て

始
ま
っ
た
「
地
域
の
夢
推
進
事
業
」
も
辻
川

山
の
整
備
で
最
終
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

２
５
年
度
は
短
歌
の
森
の
整
備
と
、
鈴
の

森
神
社
か
ら
北
野
天
満
神
社
ま
で
の
遊
歩

道
を
「
学
問
成
就
の
道
」
と
名
付
け
、
辻
川

区
出
身
で
日
本
民
俗
学
を
確
立
し
た
柳
田

國
男
ら
５
兄
弟
を
誇
り
に
思
い
、
顕
彰
し
続

け
た
い
と
の
思
い
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
胸
像

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
除
幕
式
に
は
町
内
外

か
ら
約
７
０
人
が
参
加
し
、
５
人
の
胸
像
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
は
、
是
非
こ
の
事
業
を
地
域
の
活
性

化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

鈴
の
森
神
社
と
同
様
に
学
業
に
御
利
益
が

あ
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

    

辻川山の松岡家五兄弟石像 

平成 26年 2月 15 日除幕式 

 

2月 23日 北野天満神社の梅開花 

3月 2 日 辻川 
山公園の河童
石になった兄(上)

河太郎と大人気 

の弟(下)河次郎 

 

防
災
備
品
と
し
て

乾
パ
ン
５
０
０
缶
と

保
存
水
１
０
０
０
本

を
、
３
月
２
日
登
記

所
跡
の
倉
庫
に
備

蓄
し
ま
し
た
。
５
年

間
保
存
可
能
で
す

か
ら
、
幸
い
に
し
て

未
使
用
の
場
合
は

２
０
１
８
年
秋
の
防

災
（
消
火
）
訓
練
時

に
全
戸
配
布
を
予

定
し
て
い
ま
す
。 

http://www10.plala/


平
成
２
６
年
度
辻
川
区
役
員
一
覧 

[

総
軒
数 

三
三
四
軒] 

 
 

４
月
か
ら
団
体
役
員
に
一
部
変
更
が
あ
り
ま
す
。〈
４
／
５
現
在
〉 

  

区 

長 
 

釜
坂 

道
弘 

副
区
長 

 
内
藤 

政
義
（
総
務
） 

会 

計 
 

川
端 
一
郎 

協
議
員 

 

（ 

）
は
主
な
担
当 

 
 
 

田
﨑 

正
和
（
広
報
） 

松
岡 

博
子
（
文
化
） 

鈴
木 

健
文
（
環
境
） 

 
 

井
上 

良
宣
（
文
化
） 

 
 
 

桑
原 

賢
治
（
土
木
） 

 
 

植
田 

弘
造
（
環
境
） 

 
 

前
田 

亮
平
（
体
育
） 

中
村 

武
嗣
（
体
育
） 

 

隣 

保 

長
〔
◎
は
ブ
ロ
ッ
ク
長
〕 

１
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

 
 
[

世
帯
数] 

 
 

１ 

鈴
木 

正
子 

[
1
1] 

◎ 

２ 

松
田 

博
幸 

[
1
4] 

 

３ 

鈴
木 

富
仁 

[
35
] 

１
４ 

新
見 

良
一 

 [
9
] 

２
ブ
ロ
ッ
ク 

◎ 

４ 

小
畑 

一
三 

 [
7
] 

 

５ 

鈴
木 

憲
子 

[
13
] 

 
 

６ 

日
下 

美
子 

 [
9
] 

 
 

７ 

内
藤 

 

至 
 
 
[
9] 

３
ブ
ロ
ッ
ク 

１
０ 

小
川 

慎
也 

[
69
] 

１
１ 

松
岡 

 

務 
 
 [
6
] 

◎
１
２ 

西
村
真
由
美 

[
8
] 

１
３ 

難
波 

和
男 

[
23
] 

４
ブ
ロ
ッ
ク 

◎ 

８ 

徳
澤 

秀
樹 

 
[
8
] 

 

９ 

井
関 

公
創 

[
3
6] 

１
５ 

荒
瀬 

健
児 

[
10
] 

２
０ 

砂
原 

浩
和 

[
1
4] 

２
１ 

中
井 

聖
二 

[
10
] 

５
ブ
ロ
ッ
ク 

１
６ 

大
野 

秀
樹 

[
11
] 

１
７ 

宇
崎 

智
明 

[
12
] 

◎
１
８ 

中
村 

哲
雄 

[
1
0] 

１
９ 

桑
原 

賢
治 [

1
0] 

  

団
体
役
員
〔
代
表
の
み
紹
介
〕 

老
人
会 

上
延 

教
泰 (

第
１ｸ

ﾗﾌ
ﾞ
) 

内
藤 

泰
彦 (

第
２ｸ

ﾗﾌ
ﾞ
) 

小
谷
喜
多
男 

(

第
３ｸﾗ

ﾌﾞ
) 

女 

性 

部 

山
下 

美
紀 

 
 
 
 
 
 

商
工
部
会 

古
井 

徹
夫 

農
業
部
会 

上
延 

英
一 

 

消 

防 

団 

埴
岡 

達
矢 

 

青 

年 

団 

内
藤 

奨
太 

 
小
学P

T
A
 

森
下 

洋
三 

 
 

中
学P

T
A
 

松
井 

 
 

隆 
 

上
部
派
遣
役
員 

民 

生 

委 
員 

 
 
 
 

鈴
木
ま
き
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

釜
坂
真
理
子 

 
 

 
 

福 

祉 

委 

員 
 
 
 
 

岡
本
徳
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

松
岡
初
子 

補 

導 

委 

員 
 
 
 
 

駒
田
富
男 

人
権
教
育
推
進
委
員 

 

松
岡
博
子 

 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
 

内
藤
政
義 

 

青
少
年
健
全
育
成
委
員 

川
端
一
郎 

体
育
普
及
員 

 
 

 

駒
田 

仁 

文
化
財
協
力
委
員 

田
﨑
正
和 

  

災
害
に
備
え
る 

５ 
 

気
象
災
害
対
策 

①  

３
月
の
防
災
訓
練
後
の
「
ま
ち
歩

き
」
で
は
、
大
雨
の
際
に
溢
れ
や
す

い
水
路
や
側
溝
を
調
べ
、
そ
の
状
況

や
原
因
を
考
察
し
ま
し
た
。
調
べ
た

溢
水
危
険
箇
所
を
紹
介
し
ま
す
。
な

お
、
流
下
方
向
は
あ
く
ま
で
予
測
で

あ
っ
て
、
小
規
模
な
浸
水
に
つ
い
て

は
、
建
物
の
位
置
や
方
向
、
地
表
の

細
か
な
凸
凹
に
よ
っ
て
、
そ
の
方
向

や
範
囲
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
お
含
み
く
だ
さ
い
。 

さ
て
、
気
象
庁
は
昨
年
８
月
３
０

日
か
ら
「
特
別
警
報
」
の
運
用
を
始 

し 

 
 

         

 

                       

め
ま
し
た
。
数
十
年
に
一
度
し
か
な

い
よ
う
な
非
常
に
危
険
な
状
況
に

あ
る
場
合
に
、
た
だ
ち
に
命
を
守
る

た
め
の
行
動
を
と
る
よ
う
に
警
戒

が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
前
に

は
「
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
」
が

出
さ
れ
る
は
ず
。
情
報
に
は
敏
感
に
。 

                                          

                                          

                                         

５隣保担当 

 
 

辻川区防災マップ 

2014 年 3 月 2 日調査 
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駒ヶ岩 

＜ 凡 例 ＞ 

▼ ； 溢水危険箇所 

(▼) ； 準溢水危険箇所 

      小河川が溢れた場合 

の流下方向 

オレンジ色 ； 段丘崖 

 黄色 ； 辻川区の範囲 

＊地図中の主として道路上の 

数値は標高を示す。 

編
集
後
記 

 

福
崎
町
の
過
去
３
０
年
間
（19

8
1

～2
0
1
0

）

の
月
別
降
水
量
は
、
①
７
月
（1

9
6
.2

m
m

）、
②
６
月
（1

9
2
.4

 m
m

）
、

③
５
月
（1

7
4
.1

m
m

）、
④
９
月
（1

5
8
.9

m
m

）、
⑤
４
月
（1

3
0
.4

m
m

）、

最
も
少
な
い
の
が
１
月
（4

0
.2

m
m

）
で
す
。
梅
雨
に
備
え
ま
し

ょ
う
。
次
号
は
水
害
に
は
付
き
物
の
「
雷
」
特
集
で
す
。〔
田
﨑
〕 

 

地
震
・
雷
・
火
事
・
老
後
」
と
か
… 

 
 

 
 

〔
田
﨑
〕 

▼ 

 

▼ 

 

▼ 

 

▼ 

 

▼ 

 

▼ 

 

2013.9.2～4 台風 17号くずれの温帯低気圧と秋雨前線豪雨により増水した市川。 
神崎橋の水位標で「はん濫注意水位」の 5.07m を記録。普段の 

            水位より約 3.5ｍ上昇した。（9/4/15:30 頃撮影、右写真も同日） 

 

神前山（山崎） 

駒ヶ岩より井ノ口方面を見る 

 

水没する駒ヶ岩（手前の茶色の帯まで水位上昇）↑ 

 

雲津川 

上
井
用
水 

下
井
用
水 

市 

川 
谷川 

斜線部は 100年に 
1 回起こる大雨（1 
日総雨量 210mm） 
で市川が氾濫した
際に床下浸水が
想定される区域〔福

崎町防災マップより〕 

ただし、この辺りの 
雲津川は改修工事 
により、今はまず溢 
水の心配はない。 

上井用水と谷川の合流地点 

 

神前山（山崎） 
谷川 

上井用水 

右写真の少し下流の屈曲地点 

 

▼ 

 

▼ 

 

▼ 

 

▼ 

 

(▼) 

 

(▼) 

 

町民ｸﾞﾗﾝﾄﾞと
駐車場から
の表流水多し 

神社境内と参
道・山道から
の表流水多し 
ﾏｻ土が流入 
 

北浦谷から流れ 
出す谷川流域の 
浸水危険性大 
 

Ｌ字型に屈曲 
する水路や
暗渠(道下に
もぐる水路 )
の入口が落
葉や流木で
塞がり溢水 
 

(▼) 

 

暗渠(あんきょ)入口の 
鉄柵がゴミや流木 
で塞(ふさ)がり溢水 
 

； 

水路が狭
くなる所、
勾配がなく
滞水する
所で溢水 
 

4/6改選予定 


